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りには町内の小中学生や町内外の消費者が多数参加するほか、農業体験で訪れる

首都圏等からの修学旅行生も加わり、都市と農村との交流が生まれている。 

 

ｄ）地域ぐるみで取り組む活性化 

世界農業遺産認定に向けた取組を契機に、新たな地域づくりが始まっている。 

地域内の自治会・団体等で構成される「赤生津地域活性化協議会」（図 96）で 

は、地域の自然や生態系の保全

を目的とした生き物調査や自

然観察会などに取り組んでお

り、地域の若い世代が中心とな

って結成した「母体地域活性化

協議会・もたい元気の会」では、

地域の歴史を学ぶ研修会や郷

土芸能の継承などの取組を行

っている。地区外の地域活動団

体との交流会などとともに、地

域全体へ活性化の取組が浸透

している。 

 

２）企業等と連携した地域活性化 

ａ）西行桜の森 

「束稲山さくらの会」では、県内企

業との連携により、県内外から集ま

った参加者が「西行桜の森」周辺を散

策しながら、束稲山麓の自然や歴史、

文化に対する理解を深めるイベント

「平泉・ネイチャーウォーキング」を

開催するなど、地域活性化や景観保

全に取り組んでいる（写真 97）。 

 

ｂ）イロハモミジの森 

「生母生産森林組合」と「いわて生活協同組合」が連携し、奥州市生母地区の

旧家の庭園にあり、奥州市の天然記念物にも指定されている２本のイロハモミジ

（樹齢約 580 年、約 300 年）から苗木をつくり、イロハモミジを植栽するとと

もに、苗木周辺の雑草等の刈り払い等の活動を行い、束稲山を彩る紅葉の森づく

り活動を展開している（21ページ掲載 写真 26）。  

写真 97 平泉・ネイチャーウォーキング 

図 96 経塚・月山植物ガイドブック等 

※ 赤生津地域活性化協議会作成 
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ｃ）社会貢献プログラムの取組 

高齢化・人口減少が課題となっている農村活性化の起爆剤として、企業連携の

取組を進めており、これまでに首都圏企業２社と一関市舞川地区の「五区楽そば

倶楽部」と平泉町長島地区の「14 区営農環境保全会」が協定を締結し、農地等の

保全や特産品商品の開発などの活動を行っている。今後とも、連携先企業の拡大

等に向けて取り組むこととしている(写真 98)。 

  

写真 98 連携協定締結式 
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（８）６次産業化の推進 

伝統的な知識システムを育んできた共同・共助の精神に基づき、農事組合法人や女性

活動団体等が地域の多様な資源を活用した６次産業化の取組が活発化している。 

  こうした取組は、農家経営の安定と地域活性化とともに、当システムの将来への発

展に寄与するものである。 

 

１）地域資源を生かした６次産業化の取組 

ａ）農事組合法人の取組 

地元の農事組合法人「アグリ平泉」が生

産している小麦のみを使用したパン工房が

産直施設に併設され、地域の旬の素材(かぼ

ちゃ、りんごなど)を使った 30 種類以上の

パンを製造しており、地域内外の方から好

評を得ている(写真 99)。また、最近ではワ

イナリーを保有し、県外から醸造担当者を

迎え入れ、地元で生産されたぶどうからワ

イン製造・販売までを行い、地域の雇用創

出と地域活性化に寄与している(写真 100)。 

 

ｂ）女性活動団体等の取組 

地元の女性活動団体が、地元産の米と大

豆を使用し、昔ながらの製法で自然熟成さ

せた「長島みそ」は、産直施設やイベント

等で販売しており、県外からの購入者も多

い（写真 101）。 

また、地元産直の加工製造部門で開発さ

れた「前沢牛コロッケ」は、地元産食材に

こだわり、コロッケに適したキタアカリと

前沢牛を材料とし、自社の販売所のほか、

高速道路 SA や地域内外の産直施設での販

売と、飲食店にも提供している(写真 102)。 

この他、地域特産の「からし菜」から加

工した「和からしソフトクリーム」、「から

し肉まん」等も産直施設などで販売してお

り、地域内外の方から好評を得ている。 

地元農家が運営する産直施設「産直あいあい」や「母ちゃん市場」では、当地域

写真 102 「前沢牛コロッケ」 

写真 99 地元産小麦 100％のパン 

写真 101 地元産大豆の味噌 

写真 100 地元産ぶどうのワイ
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の農林業システムによって生産される多様な農産物や加工品が販売されている。 

 

ｃ）農福連携の取組 

社会福祉法人平成会の通所授産施設である「マイリバー」と一関市舞川地区が

連携し、地元農家との交流や地域農業の活性化を図るため、「いわてカシス研究

会」を設立し、休耕地等を活用しながらカシス栽培に取り組んでおり、収穫され

たカシスは、施設でジャムやジュース等に加工販売されている。 

 

ｄ）観光の取組 

一関市舞川地区で造林業を営む個人が、 

仕事場である杉林の環境美化と保全の

ため、昭和 58 年、ヒメアジサイを挿し

木したのが始まりで、近隣住民だけでな

く、全国のあじさい愛好家や業者から苗

が提供され、全国的にも珍しい原種のヤ

マアジサイを中心とした東日本最大級

の「みちのくあじさい園」（15ha）を開園

している。例年７月頃、300 種３万株以 

上のアジサイが広大な杉林に咲き、全国から観光客が訪れている（写真 103）。 

この他、各地区では、地域資源を生かした観光客の増加と地域住民の地域への

愛着増加等を目的に、「束稲山麓周回トレイルコース」の整備や、「地区案内板」

の修繕、地域の見どころをまとめた「マップ」の作成など、地域団体が主体とな

った取組が積極的に行われている。 

 

ｅ）地域全体の取組 

世界農業遺産認定に向けた取組を契

機に、３地区の交流と特産品の販売促進

を目的として「束稲山麓地域３市町物産

販売促進委員会」が新たに設立された。

地域内で６次産業化等に取り組む 12 の

地域団体が参加し、当地域の魅力や特産

品等を紹介する「食の恵みマップ」の作

成や、地域内外で特産加工品等を販売・

紹介する取組を行っている（写真 104）。 

 

  

写真 104 地元産業まつりで商品販売 

写真 103 みちのくあじさい園 
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２）関係機関・団体等による取組支援 

市町や県では、地元農産物の付加価値向上や新たな雇用創出等を目指し、６次産

業化相談会やセミナー等を開催しているほか、新商品開発や加工施設整備、販路開

拓等を支援する制度を活用しながら、６次産業化の取組を積極的に支援している。 
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添付資料                                 

１.地域の位置図 
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２.地域の土地利用図 
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３．農地の分散所有状況 

 【奥州市生母地区】 

 

 【分散所有農地の面積が多い上位 10戸の所有状況】 
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